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 新型コロナウイルスの感染拡⼤に伴い、全⾯的に在宅勤務を
導⼊した企業の⼈事担当者や現場のマネージャーから、「⼈事
考課をどのように実施したら良いか」という課題について相談
を受けることがある。

 彼らの多くは全⾯的に在宅勤務へ移⾏した後、「直接顔を合
わすことがないまま働いている部下を、どう評価したら良いか
分からない」との悩みを抱えることになった。在宅で仕事をし
ている部下の成果（アウトプット）はチェックすることができ
たとしても、勤務態度や働きぶりについてはみることができ
ず、⾏動（プロセス）をどう評価したら良いか分からないとい
うのである。

 このようなマネージャーは、まず⾃社の⼈事考課の基準を確認することから始める必
要がある。⾃社では被考課者である部下の「成果」を評価するのか、成果に結び付く
「⾏動」を評価するのか、その両⽅を評価するのか（その場合、２つの⽐率はどうなる
のか）を改めて確認すべきである。

 いずれのパターンでも、上司・部下間で業務の進捗状況を共有し、さらに成果や成果
に結び付く⾏動について共通認識を促進するためにも、コミュニケーションをオンライ
ンに切り替えるなど、できる限り「⾒える化」する⼯夫が必要になる。

 プロセスを重視する⼈事考課制度の場合は、チャットツールやウェブ会議ツールの活
⽤により、部下の仕事ぶりや業務の進捗状況を確認し、必要に応じて⽀援するような
⽇々のマネジメントを適切に⾏うことで対応できる。また、成果を重視するタイプの⼈
事考課制度にあっては、上司・部下間で成果を確認する機会を定期的かつできる限り多
く持ち、その時点での成果と⽅向性について共通理解を深めることで、対応が可能と考
える。

 ⼀⽅、部下の働きぶりの「遠隔監視」を目的に常時遠隔でモニタリングしたり、起動
アプリの挙動をすべて記録するサービスもあるようだが、こうした施策は、オフィスで
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勤務する際、常に後ろに⽴ってみられることが嫌がられるのと同様、かなりの抵抗感を
⽣じさせるだけでなく、モチベーション低下につながる恐れもある。すでに述べたとお
り成果や成果に必要な⾏動で測れば良いだけのことで、あえてそのような⼿段を講ずる
必要性は薄く、むしろマイナスのインパクトが懸念される。

 また、成果を評価するために多くの企業が導⼊する目標管理制度は、売上⾼や顧客訪
問件数のように成果を数値化できる営業部門には適しているが、企画・開発などの職種
では、達成度を短期的に数値化することが困難な業務もみられるため、目標設定と成果
評価を適切に実施できる仕組みや、上⻑に⼀定以上のスキルが求められる。具体的には
定量目標と定性目標をバランス良く設定したうえ、これまでより目標を⼩分けにし、上
司・部下間で達成できたかどうかを分かりやすく「⾒える化」するなどの⼯夫が求めら
れるだろう。

 今後、テレワークが主流となっていく時代においては、「インプット評価からアウト
プット評価へ」の流れが加速し、仕事を管理する（＝ヒトを評価するのではなく、成果
を評価する）⾯を重視した⼈事考課制度の必要性が増してくると予測されている。今は
まさに、その⼊り⼝に⽴っているといえるだろう。
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